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Ⓒみんなのよい食プロジェクト

ジャッホー 1

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　パリパリ・オードブル／カブのドレッシング和え
■スマイルＪＡ女性会　ポイント制度
■家庭菜園便利帖　アスパラガス

1
2
組合員の負託に応えるＪＡを目指して
令和6年度第1回支所（店）運営委員会

年頭のごあいさつ
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
の
運
営
並
び
に
事
業
活

動
に
対
し
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
多
く
の
皆
様

が
被
災
さ
れ
、
さ
ら
に
は
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
豪

雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は

改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
旧
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
春

の
よ
う
な
甚
大
な
凍
霜
害
の
発
生
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

一
部
地
域
で
は
降
雹
や
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
被

害
も
発
生
し
、
反
面
で
は
、
高
温
猛
暑
が
続
い
た
こ
と
か

ら
作
柄
の
急
変
も
発
生
す
る
な
ど
気
候
変
動
に
対
応
で
き

る
安
定
的
な
生
産
対
策
な
ど
、
産
地
に
対
す
る
課
題
も
大

き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
厳
し
い
生
産
環

境
の
中
で
し
た
が
生
産
農
家
の
皆
様
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ

り
、
前
年
比
を
上
回
る
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
急
激
な
円
安
に
よ
り
農
業
生
産
資
材
価
格
の
高

止
ま
り
が
続
き
、
農
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
で
は
、
独
自
の
支
援
対
策

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
政
策
の
要
と
な
り
ま
す
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
の
改
正
法
が
５
月
29
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

現
在
、
我
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
気
候
変
動
等
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
や
国
内
人
口
の

減
少
に
伴
う
国
内
需
要
の
減
少
、
高
齢
者
の
引
退
に
よ
る

農
業
従
事
者
の
急
減
な
ど
近
い
将
来
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
大
き
な
課
題
に
直
面
し
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
改
正
法
は
「
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
こ
と
」

「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
」
が
掲
げ
ら
れ
、

更
に
は
「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
農
業
生
産
の
維
持
・
発

展
と
農
村
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
」
な
ど
次
世
代

に
地
域
農
業
を
つ
な
ぐ
た
め
、
理
念
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
農
業
・
農
村
の
危
機
の
中
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
第
二
次
３
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
を
基

軸
と
し
令
和
６
年
度
事
業
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
み
「
食

と
農
で
笑
顔
を
育
み
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
地
域
を
つ
く
り

ま
す
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
10
年
後
の
目
指
す
姿
を

描
き
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
が
協
同
組
合
の
役
割
を
発
揮
し
、

農
家
所
得
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
「
食
」
と
「
農
」
を

基
軸
に
持
続
可
能
な
「
農
業
」
と
「
地
域
社
会
」
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
る
姿
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
昨
年
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
た
「
ぶ
ど
う
三
姉
妹
Ⓡ
」
や

国
の
指
定
野
菜
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
生
産
振
興
策
、
低
コ
ス
ト
生
産
資
材
提
供
と
環
境
に
配

慮
し
た
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
普
及
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
青

果
物
物
流
改
革
と
し
て
、
遠
隔
地
へ
の
輸
送
を
制
限
し
つ

つ
、
関
係
者
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
改
正
法

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
課
題
も

山
積
し
て
お
り
集
出
荷
場
の
統
廃
合
な
ど
、
引
き
続
き
効

率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
食
料
自
給
率
が
38
％
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら

平
時
か
ら
の
食
料
安
全
保
障
の
観
点
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
「
国
消
国
産
」
運
動
に
も
取
り
組
み
、
自
分
の
国

で
消
費
す
る
も
の
は
国
内
で
生
産
す
る
こ
と
を
推
進
し
、

農
産
物
の
再
生
産
に
配
慮
し
た
適
正
な
価
格
形
成
の
た
め

に
国
民
の
理
解
の
醸
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
第
二
次
３
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
の
最
終

年
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
自
己
改
革
工
程

表
の
成
果
を
確
認
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
次
期
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
「
組
合
員
・
地
域
と
と
も
に
、
食
と
農
を
支
え

る
協
同
の
力
の
発
揮
」
「
魅
力
あ
る
農
業
経
営
と
活
気
あ

る
産
地
づ
く
り
」
「
食
」
と
「
農
」
を
基
軸
と
し
た
Ｊ
Ａ

仲
間
づ
く
り
、
事
業
戦
略
を
支
え
る
経
営
原
動
力
の
進
化

を
重
点
と
し
、
不
断
の
自
己
改
革
を
進
め
、
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
役
職
員
の
奮
起
は
も
と

よ
り
組
合
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

り
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
が
組
合
員
の
皆
様
、
地
域
に
と
っ
て
も
飛
躍

の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長

髙栁　利道

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

　
　

令
和
６
年
度
第
１
回
支
所（
店
）運
営
委
員
会

　
　

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

10
月
10
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
14
会

場
で
第
１
回
支
所（
店
）運
営
委
員
会
を

開
き
、
委
員
２
６
８
人（
出
席
率
75
・

７
％
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

反
映
し
、
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

新
規
就
農
に
つ
い
て

新
規
就
農
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
若
い

人
の
就
農
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
う
。

農
協
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
活
動
、
支

援
し
て
い
く
の
か
。

新
規
就
農
に
つ
い
て
は
、
農
協
に
も
対

応
し
て
い
る
部
署
が
あ
り
、
毎
年
就
農
相

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
東
京

で
就
農
相
談
会
が
行
わ
れ
、
長
野
県
全
体

で
70
人
程
就
農
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
当

Ｊ
Ａ
で
も
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
毎

月
数
人
、
農
業
を
し
た
い
と
の
相
談
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
に
つ
い
て

「
も
ち
づ
き
有
機
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
」
を

使
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
他
の

肥
料
に
比
べ
て
ま
だ
高
い
。
今
後
は
安
く

な
っ
て
い
く
の
か
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
総
力
を
挙
げ
て
ペ

レ
ッ
ト
堆
肥
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
か
ら
「
使
い
や
す
い
」
と
い
う
声
が

あ
る
一
方
で
「
価
格
が
高
い
」
と
い
う
声

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
３
０
０

㎏
か
ら
５
０
０
㎏
の
フ
レ
コ
ン
規
格
で
コ

ス
ト
削
減
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
家
庭

菜
園
向
け
に
使
い
や
す
い
少
量
容
器
で
の

販
売
や
価
格
調
整
に
よ
り
、
出
来
る
だ
け

多
く
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
政
へ
の
要
請
事
項
に
つ
い
て

行
政
（
国
・
県
・
市
）
へ
の
要
請
事
項

は
な
い
の
か
。
行
政
と
一
体
に
な
っ
た
農
業

振
興
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

管
内
市
町
に
対
し
て
は
、
主
に
地
域
農

家
の
生
産
維
持
お
よ
び
Ｊ
Ａ
の
行
う
振
興

対
策
へ
の
要
請
、
中
央
会
等
各
連
合
会
に

対
し
て
は
、
高
騰
す
る
資
材
費
の
抑
制
お

よ
び
生
産
物
へ
の
価
格
転
嫁
へ
の
要
請
、

ま
た
国
、
県
に
対
し
て
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
要
請
事
項
を
ま
と
め
農
政
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
肥
料
高
騰
対

策
や
、
こ
の
度
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
の
改
正
は
、
グ
ル
ー
プ
の
農
政
活
動

に
よ
る
成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
料
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
料
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
田
以
外
で
の
使
用
は
可
能
か
。

使
っ
て
よ
い
除
草
剤
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。除

草
剤
に
つ
い
て
、
１
ア
ー
ル
当
た
り

２
２
０
円
、
規
格
外
圃
場
は
４
４
０
円
で

行
い
ま
す
。
野
菜
は
あ
さ
ま
地
区
で
の
実

績
が
あ
り
、
ほ
か
の
品
種
、
野
菜
で
も
散

布
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
使
用
で
き
な
い

除
草
剤
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
近
く
に
有

機
野
菜
の
畑
が
あ
る
場
合
な
ど
は
制
限
が

か
か
る
の
で
、
営
農
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

信
用
事
業
に
つ
い
て

信
用
事
業
に
つ
い
て
は
大
き
な
利
益
が

で
て
い
る
が
、
急
い
で
店
舗
統
廃
合
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

当
期
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
事
業
改

革
の
実
践
に
よ
り
事
業
利
益
を
十
分
確
保

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
お
示
し
し
た
通
り
、
厳
し

い
社
会
情
勢
は
続
く
と
考
え
ら
れ
、
あ
さ

ま
西
部
地
区
に
お
い
て
も
経
営
体
力
の
あ

る
う
ち
に
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
店
舗
統
廃
合
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
特
性
の
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

旧
単
協
単
位
程
度
で
地
域
特
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
来
店

し
た
際
に
共
済
担
当
職
員
に
会
う
く
ら
い

で
、
普
段
は
職
員
と
交
流
す
る
機
会
が
な

い
。２

月
に
開
催
予
定
の
第
２
回
支
所
運

営
委
員
会
に
お
い
て
は
、
各
支
所
固
有
の

検
討
事
項
の
充
実
を
図
り
、
支
所
の
課
題

の
解
決
を
中
心
と
し
た
構
成
に
変
更
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
・

利
用
者
の
皆
様
か
ら
親
近
感
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
親
切
・
丁
寧
な
対
応
と

明
る
く
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
の
支
所
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
出

向
く
体
制
の
更
な
る
強
化
を
図
り
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け

し
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

農
業
関
連
事
業

信
用
事
業
関
係

企
画
総
務
関
係

特 集

三岡店運営委員会（１０月１６日）
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感謝祭大盛況

周年祭を開催 ぶどうの冬管理を学ぶ

道の駅ヘルシーテラス佐久南

㈱オートパル佐久浅間 ぶどう栽培振興プロジェクト

　当ＪＡが指定管理者として運営する「道の駅ヘルシーテラス
佐久南」が日頃のご愛顧に感謝をこめて１２月７・８日、感謝
祭を開きました。たてしな産リンゴ「サンふじ」の販売、三ケ
日みかんの特価販売や詰め放題、埼玉県のＪＡいるま野の狭山
茶、静岡県の清水港直送の海産物などを販売。レジ通過者に先
着で農協牛乳の無料配布、地元野菜を使ったきのこ汁の振る舞
い、日光さる軍団の猿回し公演などのイベントも展開し、大盛
況でした。

　当ＪＡのグループ会社（株）オートパル佐久浅間の農機事
業部は１１月２３日、中央農機センターで日頃の感謝を込め
て「お客様感謝デー周年祭」を開催しました。スマート農
業機械の展示や在庫一掃セール、農業資金融資相談を実施。
管理機やトラクターの性能などを来場者に説明しました。ま
た、農作業安全コーナーやトラクター整備点検のセルフメン
テナンス講座の他、ホームエネルギーセンターがガス器具の
展示や「ＪＡでんき」の相談会、自動車事業部が軽自動車を
展示販売しました。

　当ＪＡは１１月２８日、ぶどう剪定・防寒対策（わら
巻き）の講習会を佐久市のＪＡぶどう栽培実証圃で開
き、生産者７０人が参加しました。講習会では、積雪で
ぶどうの木や棚が被害に遭わないようにする荒剪定と稲
わらを主幹部に巻き、寒さや凍害などから守る防寒対策
を実演しました。講習会後には旧中佐都店で次年度へ向
けて、病害虫防除のポイントについて学びました。

Sakuasama Topics

師走の都大路を力走食や農業をより身近に 佐久長聖高校駅伝部を激励
「ちゃぐりん」９００冊寄贈

全国大会に出場する駅伝部員

　当ＪＡは１１月２９日、第７５回全国高校駅伝大会
に長野県男子代表として出場する佐久長聖高校駅伝
部に、地元農産物やＪＡ加工品を贈りました。茂木常
務が駅伝部宿舎を訪問し「地元農産物を食べて栄養を
つけ、師走の都大路で昨年を上回る走りを期待してい
る」と激励。同校は１２月２２日に開かれた全国大会
で２年連続４回目の優勝を果たしました。

　当ＪＡは、家の光協会発刊の子ども向け雑誌「ちゃぐりん」
１２月号を管内２８の小学校に計９００冊寄贈しました。小
学生に国消国産やＪＡの取り組みを周知する事が狙い。１１月
２１日、佐久市立高瀬小学校の藤澤直子校長へ１８冊手渡しま
した。藤澤校長は「ちゃぐりんは食や農業をより身近にわかり
やすく書いてあり子どもたちに人気がある。手に取り喜ぶ顔が
早く見たい」と感謝を述べました。ＪＡではちゃぐりんを活用
した食農教育に力を入れていきます。

藤澤校長（左）と栁澤専務

みかんを詰める利用者 受賞者と関係者ら

説明を聞く来場者 防寒対策を学ぶ参加者ら

出荷実績で９人を表彰
キク専門部反省会
　当ＪＡ花き専門委員会キク専門部は１１月２５日、佐久グラン
ドホテルで反省会を開きました。令和６年度の出荷実績表彰を行
い、出荷量や品種、秀品率などを基準に９人を表彰。輪菊の部で
はシーズンを通して最も秀品率が高かった生産者に贈られる出荷
数量５００ケース以上の部の優秀賞には、佐久市の井出英昭さ
ん、５００ケース未満の部では、同市の桃井龍太郎さんが選ばれ
ました。その他の受賞者は次の通り。（敬称略）　
輪菊の部▷優秀賞（品種別部門）＝会津 好吉（佐久市）、飯森 勝時
（佐久市）、井出 和廣（佐久穂町）、▷功労賞＝佐藤 博（佐久穂町）
▷検査員賞＝箕輪 研次（佐久市）▷新人賞＝大塚 喜八（佐久穂町）
小菊の部▷優秀賞＝相馬 善太郎（佐久市）

表彰を受ける井出さん（右）

最高位に岡村賢治さん
第６回一番うまい米コンテスト

喜びを語る岡村さん

　当ＪＡと米穀専門委員会は１１月３０日、エコールみよたで「第６回一番うま
い米コンテスト」を開催しました。１５１点の応募から、最高位の金賞に佐久市
伴野の岡村賢治さんの「特別栽培米コシヒカリ」が選ばれました。事前審査で５
点を選び、最終審査で自治体の首長や食味鑑定士ら１４人が外観や香り、味、粘
りなどを評価しました。また、今回から地域住民においしさを知ってもらおうと
「金賞は誰だ」と題し、最終審査の米を試食し金賞を予想して投票。５０人が参
加し的中した７人に望月高原ヨーグルトセットをプレゼントしました。
　金賞以外の受賞者は次の通り。（敬称略）

銀　　　賞　小林 剛（佐久市協和）
銅　　　賞　小林 豊（佐久市春日）
入　　　賞　信州あさしな９９部会
　　　　　　髙栁 宗光（佐久市北川）
御代田町賞　土屋 義雄（御代田町御代田）



笑
え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

7 JAHOO
2025-1 6JAHOO

2025-1

●作り方
①カブは皮をむき半分に切り、薄切りにして塩をふ
る。

②カブの葉はさっと塩ゆでし粗くきざむ。
③①をさっと洗い流して水気をしっかりとしぼり②
を加えて軽く混ぜる。

④エーコープたまねぎ黒酢ドレッシングで和え、器
に盛る。

カブのドレッシング和え
むだなく使う！

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

パリパリ・オードブル
パーティにもおすすめ

●材料（4個分）
・シュウマイの皮……４枚
・牛薄切り肉…………４枚
・ミニトマト…………２個
・カイワレ大根………適宜
・エーコープたまねぎ黒酢ドレッシング……小さじ2

●作り方
①シュウマイの皮はシリコンカップなどに入れ、
オーブントースターで焼き色がつくまで３〜５分
焼く。

②牛薄切り肉はさっとゆで、ミニトマトは粗いみじ
ん切り、カイワレ大根は根を切り落としておく。

③①に②をいろどりよく盛り付けエーコープたまね
ぎ黒酢ドレッシングをかける。

※ぎょうざの皮でもつくる事ができます。

●材料（4人分）
・カブ（中）………2個　（塩……小さじ1/2）
・カブの葉…………2個分（塩……適宜）
・エーコープたまねぎ黒酢ドレッシング………大さじ3

黒酢たまねぎドレッシングの
　　　　　　　いろいろな使い方
①タラのようなさっぱりした魚を焼
き、そのソースとして
②水分が多い雑炊やリゾットなどに
加えて加熱すると、酸味がうまみ
に変わりマイルドな味わいに！

エーコープ
たまねぎ黒酢ドレッシング
国内で栽培、生産、加工された原料
にこだわりました。たまねぎと米黒
酢の原料米とこめ油の原料ぬかは
１００％国産です。たまねぎと黒酢
のうまみ！コクのあるドレッシング
です。

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店で
お買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300

スマイル
ＪＡ女 性 会

ポイント制度

助け合い部会の研修会（ポイント対象）

野さいをそだてる 今年の目標

　ぼくは学校でオクラをそだ
てたけど、かれてしまいまし
た。かわりにきゅう食で食べ
たスイカのたねをうえたら、
めが出たのでうれしくて毎
日水をあげました。夏休み
の朝、きいろの花がさきまし
た。スイカになるのを楽しみにそだてたけどスイカ
はなりませんでした。
　だから今年は、畑でおじいちゃんと大きくてあま
いスイカをそだてることと、おばあちゃんにオクラ
のつくり方を教えてもらってみんなといっしょにお
いしい野さいを食べたいです。

　『夢』・・・歳を重ねだいぶ
淡いものになってしまった気
がするので「今年の目標」と
ういうことにさせていただき
ます。私はレタス、キャベツ
等の生産者ですが、昨年は景気が回復傾向だったのか
販売単価が上がり経費高騰分に追いつき始めた感じが
します。さらに子育てが落ち着いてきたこともあり、
精神的にも少し余裕ができたように思います。
　そこで今年は自分（夫婦）のためにお金、時間、思
考を使うべく「ＪＡ佐久浅間大人の休日倶楽部」に入
会させていただきます。あっ、まだ設立されていない
ようです・・・。

佐久市三塚
村井 快理さん（8歳）

軽井沢町茂沢
中里 浩志郎さん（51歳）

　女性会では会員拡大と仲間を誘って多くの活動に参加
してもらう事を目的に「ポイント制度」を行っています。
　女性会に加入すると会員証兼ポイントカードをお渡し
します。各支部の活動や本会活動へ参加した際に会員証
を提示しスタンプを押します。毎年２月は１年間の締め
くくりとして各支部でポイント商品交換会を行い、貯め
たポイントごとに女性会共同購入の商品と交換します。
会員の皆さんは商品とより多くの仲間との結びつきを大
切に活動に参加しています。

「今年の夢」

■女性会に参加したい、もう少し詳しく内容を知り
　たい方は
　企画総務部ふれあい広報課
　TEL 0267ー68ー1112・業務携帯 070ー4808ー7931まで

会員証表面

会員証裏面
（ポイントカード）



営
農
経
済
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営
農
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画
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家
庭
菜
園
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2025-1 8JAHOO

2025-1

株を植え付けて 5 〜 6 ㎝
の厚さに覆土する

40cm

育
苗

　

苗
は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
自
家
育
苗
も
で
き
ま
す
。

①
苗
床
に
完
熟
堆
肥
、
炭
苦
土
、
化
成

肥
料
を
ま
き
、
土
と
よ
く
混
ぜ
ま

す
。

②
種
を
布
に
包
ん
で
、
ぬ
る
ま
湯
に
一

昼
夜
漬
け
て
お
く
と
発
芽
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

③
穴
開
き
黒
マ
ル
チ
（
15
㎝
４
条
）
を

張
り
、
種
を
２
粒
ず
つ
ま
い
て
１
㎝

く
ら
い
覆
土
し
ま
す
。
発
芽
ま
で
３

週
間
く
ら
い
か
か
る
た
め
、
先
に
草

が
生
え
や
す
い
こ
と
か
ら
小
ま
め
に

除
草
し
ま
す
。

④
箱
へ
の
条
ま
き
や
ポ
リ
ポ
ッ
ト
を
利

用
し
た
育
苗
も
で
き
ま
す
。

⑤
草
丈
10
㎝
く
ら
い
で
間
引
い
て
１
本

に
し
ま
す
。
発
芽
し
な
い
所
も
あ
る

の
で
、
苗
床
の
そ
ば
に
予
備
の
種
を

ク
ワ
幅
に
ま
い
て
お
き
、
発
芽
が
そ

ろ
い
草
丈
が
10
㎝
く
ら
い
に
な
っ
た

頃
、
欠
株
の
所
に
植
え
ま
す
。

⑥
茎
枯
れ
病
を
主
体
に
防
除
し
、
秋
ま

で
株
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
追
肥
が

必
要
な
場
合
は
、
指
で
つ
ま
ん
で
株

に
与
え
ま
す
。

畑
の
準
備

　

多
年
生
野
菜
の
た
め
途
中
で
土
壌
改

良
が
で
き
な
い
の
で
、
最
初
か
ら
土
づ

く
り
を
徹
底
し
ま
す
（
深
耕
と
土
壌
改

良
を
セ
ッ
ト
で
行
う
）
。

　

日
当
た
り
と
排
水
が
良
い
場
所
を
選

ん
で
深
耕
し
、
堆
肥
、
石
灰
、
リ
ン
酸

を
全
面
お
よ
び
溝
部
分
に
施
し
ま
す
。

全
面
施
用

　

土
壌
改
良
材
の
半
分
と
し
て
、
１
㎡

当
た
り
炭
苦
土
２
０
０
ｇ
、
過
石
ま
た

は
熔
り
ん
１
５
０
ｇ
を
施
し
ま
す
。

溝
に
施
用

　

幅
30
㎝
、
深
さ
30
～
40
㎝
の
溝
を
掘

り
、
堆
肥
３
～
５
㎏
、
土
壌
改
良
材
の

残
り
（
炭
苦
土
２
０
０
ｇ
、
過
石
ま
た

は
熔
り
ん
１
５
０
ｇ
）
、
化
成
肥
料

１
５
０
ｇ
、
発
酵
鶏
ふ
ん
ペ
レ
ッ
ト

３
０
０
ｇ
を
掘
り
上
げ
た
土
に
ま
き
、

混
ぜ
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
埋
め
戻
し

ま
す
。

定
植
（
種
ま
き
翌
年
の
春
）

①
芽
が
出
な
い
う
ち
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
根
（
養
分
の
貯
蔵
タ
ン
ク
）
を
切

ら
な
い
よ
う
に
掘
り
取
り
、
太
い
根

が
多
く
生
育
が
良
い
も
の
を
選
び
ま

す
。

②
畝
幅
１
２
０
～
１
５
０
㎝
、
株
間
30

～
40
㎝
と
し
、
地
表
か
ら
15
～
20
㎝

下
に
根
を
広
げ
て
芽
の
方
向
を
そ
ろ

え
て
植
え
ま
す
（
新
芽
は
大
き
い
芽

の
方
向
に
伸
び
て
い
く
た
め
、
茎
の

発
生
方
向
も
そ
ろ
う
）
。

③
植
え
付
け
前
に
溝
へ
灌
水
し
、
水
が

引
い
た
ら
植
え
ま
す
。

④
根
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
手
早
く
作

業
を
進
め
、
芽
を
完
全
に
覆
う
よ
う

に
５
～
６
㎝
覆
土
し
ま
す
。

定
植
後
の
管
理

　

芽
が
伸
び
て
き
た
ら
雑
草
の
防
除
や

倒
伏
防
止
の
た
め
、
畝
間
の
土
寄
せ
を

兼
ね
て
中
耕
し
ま
す
。
そ
の
後
、
株
際

に
敷
き
ワ
ラ
を
行
い
、
乾
燥
や
雑
草
防

止
、
茎
枯
れ
病
の
予
防
に
役
立
て
ま

す
。

①
定
植
年
の
病
害
虫
防
除

　

定
植
後
か
ら
秋
ま
で
の
長
い
期
間
、

アスパラガス
ユリ科の多年生植物で、株の養成に２～３年を要します。成園化す
ると１０年間くらい収穫を続けることができます。早春から収穫で
き、栄養がある人気野菜です。ビニールトンネル等を掛けると、さ
らに早取りすることができます。

少ない本数でよい場合
本 葉 3 〜 4 枚 の
頃 に 4 号 の ポ リ
鉢に上げる

育苗箱に種を
条まきする

6月5月４月3月2月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

種まき

1年目　　　種まき・育苗
2年目　　　定植・株養成
3年目　　　収獲1年目
4年目　　　収獲2年目
5年目以降　収獲3年目以降

定植 収獲 刈り取り

病
害
虫
か
ら
守
り
ま
す
。
特
に
雨
が
多

い
時
期
は
重
要
病
害
で
あ
る
茎
枯
れ
病

が
発
生
し
ま
す
。
地
際
の
茎
を
中
心
に

登
録
が
あ
る
農
薬
を
散
布
し
ま
す
。
病

気
に
か
か
っ
て
茎
が
枯
れ
て
し
ま
う

と
、
翌
年
萌
芽
す
る
た
め
の
養
分
を
根

に
た
め
ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
、
株

が
衰
弱
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

②
そ
の
他
の
管
理

　

生
育
が
進
む
と
倒
伏
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
地
上
１
ｍ
く
ら
い
で
先
刈
り
し

て
頭
を
軽
く
す
る
か
、
支
柱
に
ひ
も
か

テ
ー
プ
を
張
り
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す
。
草

勢
が
弱
い
場
合
は
７
月
ま
で
に
追
肥

（
１
㎡
当
た
り
40
～
50
ｇ
）
と
土
寄
せ

を
行
い
、
株
づ
く
り
を
徹
底
し
ま
す
。

収
穫

①
収
穫
期
間

　

定
植
２
年
目
…
30
日
間
以
内
。
こ
れ

以
降
は
株
づ
く
り
の
た
め
に
収
穫
し
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

定
植
３
年
目
以
降
…
40
～
80
日
間
。

②
収
穫
打
ち
切
り
の
目
安

　

貯
蔵
分
が
少
な
く
な
る
と
細
い
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
に
な
り
、
茎
の
頭
部
が
開
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

③
収
穫
後
の
保
存

　

鮮
度
保
持
の
た
め
、
寝
せ
ず
に
立
て

て
お
き
ま
す
。

株
の
養
成
と
管
理

　

収
穫
打
ち
切
り
後
、
除
草
と
収
穫
残

茎
を
整
理
し
て
施
肥
し
ま
す
。
化
成
肥

料
１
㎡
当
た
り
50
～
60
ｇ
、
堆
肥
、
サ

ン
ラ
イ
ム
、
鶏
ふ
ん
、
ま
た
は
油
カ
ス

等
を
畝
間
に
施
し
ま
す
。
株
か
ら
30
㎝

く
ら
い
離
れ
た
場
所
を
深
さ
10
～
15
㎝

程
度
中
耕
し
ま
す
。

　

翌
春
の
萌
芽
前
１
カ
月
頃
に
堆
肥
１

㎏
、
化
成
50
～
60
ｇ
を
施
し
、
軽
く
中

耕
し
ま
す
。

【
定
植
２
年
目
以
降
の
管
理
】

①
追
肥

　

収
穫
終
了
後
に
１
㎡
当
た
り
堆
肥
１

㎏
、
化
成
肥
料
１
０
０
ｇ
、
他
に
鶏
ふ

ん
ま
た
は
油
カ
ス
を
施
し
ま
す
。

　

翌
春
の
萌
芽
前
１
カ
月
頃
、
堆
肥
１

㎏
、
化
成
１
０
０
ｇ
を
施
し
ま
す
。

　

根
が
張
る
範
囲
は
、
水
平
方
向
に
１

ｍ
、
垂
直
方
向
に
30
㎝
ま
で
で
す
。
根

は
養
分
の
貯
蔵
庫
に
な
っ
て
お
り
、
根

の
量
＝
収
量
に
な
り
ま
す
。

②
土
寄
せ
と
敷
き
ワ
ラ

　

茎
葉
の
倒
伏
防
止
、
土
の
膨
軟
化
、

雑
草
防
除
等
の
た
め
、
畝
の
高
さ
25
～

30
㎝
に
土
寄
せ
し
ま
す
（
肩
部
を
崩
し

て
再
度
か
ま
ぼ
こ
型
に
整
形
し
、
敷
き

ワ
ラ
を
施
す
）
。

③
茎
数
の
整
理

　

８
月
の
う
ち
に
１
株
当
た
り
10
～
12

本
良
い
も
の
を
残
し
、
株
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
太
い
茎
は
葉
も
多
く
、
養
分
を

つ
く
り
ま
す
。

④
先
刈
り
・
倒
伏
防
止

　

倒
伏
は
病
気
や
株
の
充
実
不
足
の
原

因
に
な
る
の
で
、
地
上
１
ｍ
前
後
で
摘

芯
し
ま
す
（
先
刈
り
で
頭
を
軽
く
す

る
）
。
支
柱
と
ひ
も
を
使
っ
て
倒
伏
を

防
ぐ
か
、
株
ご
と
縛
り
ま
す
。
枯
れ
た

も
の
は
下
か
ら
刈
り
取
っ
て
焼
却
処
分

し
ま
す
。

病
害
虫

　

茎
枯
れ
病
を
中
心
に
防
除
し
ま
す
。

消
毒
の
他
、
秋
に
茎
葉
が
黄
化
し
て
養

分
転
流
が
終
わ
り
完
全
に
枯
れ
た
ら
、

地
際
か
ら
刈
り
取
っ
て
焼
却
し
ま
す

（
病
原
菌
は
地
際
部
に
多
く
付
い
て
い

る
）
。
茎
枯
病
予
防
は
、
雨
よ
け
と
泥

は
ね
防
止
が
重
要
で
す
。

茎
枯
病
予
防

①
雨
に
よ
る
泥
は
ね
防
止

②
農
薬
散
布
に
よ
る
予
防

「
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
」
、
「
ベ
ル

ク
ー
ト
水
和
剤
」
１
０
０
０
倍
、
「
ア

ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
」
２
０
０
０

倍※
農
薬
散
布
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
登

録
が
あ
る
農
薬
を
使
用
し
、
使
用
時

期
・
回
数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

支柱立て

両脇に支柱を
立てポリテー
プを張る

お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

　

資
材
店
舗
へ

【
特
長
】

●
生
き
た
カ
ル
シ
ウ
ム
と
し
て
作
物
に
必
要
な

養
分
を
豊
富
に
含
み
、
長
く
お
だ
や
か
に
効

き
目
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
を
や
わ

ら
か
く
し
、
作
物
の
生
育
促
進
に
と
て
も
有

効
で
す
。

【
保
証
成
分
／
ア
ル
カ
リ
分
46
％
】

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

【
特
長
】

●
気
温
の
低
い
環
境
下
で
も
柔
軟
性
を
保
ち
柔
ら
か

く
、
手
の
曲
げ
伸
ば
し
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
！

●
防
水
性
と
透
湿
性
を
兼
ね
備
え
た
素
材
で
長
時
間

の
使
用
で
も
手
袋
の
中
が
蒸
れ
に
く
い
で
す
！

『防寒テムレス』

店頭価格 20Kg　1,207円（税込）

『アスパラガス』に
お勧めのかき殻石灰

M・L・LL
店頭価格　1,591円（税込）

粒状サンライム
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

南
天
の
出
荷
家
族
で
分
担
し

Ｍ
子
（
東
御
市
）

鍋
か
こ
み
夕
餉
の
話
し
食
と
農

Ｔ
子
（
佐
久
市
）

友
の
加
護
た
わ
わ
に
実
る
野
菜
達仏

の
雅
（
佐
久
市
）

落
ち
葉
か
な
ガ
サ
ゴ
ソ
と
な
る
散
歩
道

花
木
槿
（
佐
久
市
）

着
ぶ
く
れ
て
老
の
体
は
ト
ド
の
如Ｆ

Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

参
加
賞
鮭
を
目
当
の
マ
レ
ッ
ト
へ山

彦
（
佐
久
穂
町
）

長
芋
と
友
と
分
け
合
う
夕
餉
前深

山
の
家
（
佐
久
市
）

野
あ
そ
び
や
子
等
の
土
産
は
背
な
の
種綾

（
小
諸
市
）

霜
柱
踏
み
墓
前
に
て
元
気
だ
よ

ね
こ
（
佐
久
市
）

あ
ら
た
ま
る 

年と
し

目め

で出
た
さ
の 

願
い
込
め

世
界
平
和
と 

五
穀
豊
饒

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

意
外
に
も 

強
い
日
差
し
が 

ベ
ラ
ン
ダ
に

干
大
根
の 

匂
ひ
漂
よ
ふ

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

踠
い
て
も
過
去
は
戻
ら
ず
未
来
と
て

分
か
ら
ぬ
な
れ
ど
新
年
を
待
つＨ

・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

冬
の
楽
し
み
は
仕
事
場
か
ら
見
え

る
雪
の
景
色
で
す
。
坂
の
上
か

ら
見
え
る
遠
景
の
真
っ
白
な
北
ア
ル

プ
ス
の
山
々
、
中
景
の
蓼
科
山
の
景

色
、
近
景
の
足
元
の
様
子
。
冬
の
真
っ

青
な
空
に
冴
え
る
三
つ
の
景
色
は
寒

さ
を
忘
れ
る
位
心
躍
る
大
好
き
な
景

色
で
す
。

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

急
に
冷
え
込
ん
で
き
ま
し
た
ね
。

ま
ず
は
健
康
第
一
と
考
え
ま
す

の
で
外
に
出
る
時
な
ど
は
身
支
度
十

分
が
大
切
!!

く
も
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

さ
ぁ
冬
本
番
。
寒
す
ぎ
る
毎
日
頑

張
る
か
!!

く
も
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

今
朝
、
雪
か
と
思
っ
て
い
た
ら
・・・

そ
れ
は
濃
霧
で
し
た
。

パ
ン
ジ
ー
（
東
御
市
）

先
月
初
め
、
妻
と
次
女
と
一
緒
に

長
女
家
族
が
住
む
タ
イ
に
行
き

ま
し
た
。
今
回
で
3
回
目
の
タ
イ
で

す
が
、
初
め
て
ゾ
ウ
に
乗
っ
て
来
ま

し
た
。
け
っ
こ
う
高
さ
が
あ
り
落
ち

な
い
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
像
使
い

が
上
手
く
操
作
し
て
い
ま
し
た
。
高

い
お
土
産
を
売
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
よ
い
思
い
出
で
す
。

コ
バ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

家
族
そ
れ
ぞ
れ
出
来
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
ま
ぁ
良
い
一
年
で
し

た
。
新
年
に
あ
た
り
、
ま
た
家
族
み

ん
な
が
健
康
に
過
ご
せ
れ
ば
最
高
で

す
。
平
凡
が
一
番
。な

ま
け
も
の
（
佐
久
市
）

今
年
は
暑
か
っ
た
。
で
も
今
は
こ

れ
が
普
通
。イ

ケ
ち
ゃ
ん
（
小
諸
市
）

今
年
の
漢
字
は
「
金
」
だ
と
か
。

ど
う
も
自
分
に
は
縁
の
う
す
い

字
に
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。
で
も
今

年
の
流
行
語
「
ふ
て
ほ
ど
」
よ
り
は

余
程
身
近
な
感
じ
で
す
。
年
が
間
も

な
く
改
ま
り
ま
す
。
平
穏
、
安
全
な

年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ミ
キ
（
小
諸
市
）

ピー子ちゃんのママ（佐久市）

カイト（佐久市）

サザエ（佐久市）

朝（佐久市）

プルーン（御代田町）
Ｋ.ばあば（御代田町）

こ
の
と
こ
ろ
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
庭
先
の
サ
ザ
ン
カ
の
ピ

ン
ク
の
八
重
と
白
の
八
重
が
咲
き
出

し
ま
し
た
。
以
前
よ
り
改
良
さ
れ
て

厳
寒
に
も
耐
え
ら
れ
る
品
種
に
な
っ

て
い
て
、
自
然
の
力
に
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
新
し
い
芽
や
つ
ぼ
み
が
出

て
咲
き
出
す
の
を
待
つ
こ
と
も
ス
テ

キ
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン(

立
科
町
）

姪
の
誕
生
日
に
、
母
を
含
め
る

三
世
代
で
「
た
こ
焼
き
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
し
ま
し
た
。
た
っ
ぷ
り

の
タ
コ
、
刻
ん
だ
キ
ャ
ベ
ツ
、
紅
生

姜
を
入
れ
、
ち
ょ
っ
と
水
分
が
多
い

と
思
わ
れ
る
た
こ
焼
き
用
の
液
を
流

し
入
れ
た
も
の
が
固
ま
り
始
め
た
段

階
で
、
器
具
を
使
っ
て
ク
ル
リ
と
回

し
て
い
く
と
キ
レ
イ
な
球
体
が
で
き

て
い
き
ま
す
。
そ
の
様
子
に
94
歳
の

母
だ
け
で
な
く
、
周
囲
で
見
て
い
た

皆
が
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
順
番
に

お
皿
に
盛
っ
て
も
ら
い
、
熱
々
を
頬

張
り
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
く
、
楽

し
い
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
（
佐
久
穂
町
）

今
年
の
夏
は
猛
暑
だ
っ
た
。
そ
の

せ
い
か
畑
の
大
豆
も
小
豆
も
黒

豆
も
実
が
ペ
チ
ャ
ン
コ
で
収
穫
で
き

な
か
っ
た
。
ひ
き
ぬ
い
て
畑
で
焼
く

し
か
な
か
っ
た
。
と
て
も
切
な
く
て

悲
し
い
思
い
だ
っ
た
。
来
年
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

も
う
ま
く
の
は

や
め
よ
う
か
・
・
・
。

家
庭
菜
園
お
ば
さ
ん
（
東
御
市
）

今
年
も
な
ん
と
か
窓
ふ
き
と
大
掃

除
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
80

を
過
ぎ
る
と
あ
と
何
年
、
夫
と
二
人

助
け
あ
っ
て
出
来
る
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｎ
・
Ｙ
（
御
代
田
町
）

最
近
、
熊
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
。

我
が
家
の
山
の
畑
に
も
足
跡

が
あ
り
、
一
人
で
そ
こ
に
行
く
の
は

ち
ょ
っ
と
・
・
・
。琉

球
菊
（
御
代
田
町
）

今
年
は
じ
め
て
佐
久
平
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
５
キ
ロ
の
部
に
参
加
。

普
段
ま
っ
た
く
歩
い
た
り
走
っ
た
り

し
て
い
な
い
の
に
・
・
・
ぎ
り
ぎ
り

完
走
で
き
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
お
い
し

か
っ
た
!!

ど
ん
ち
ゃ
ん
（
御
代
田
町
）

師
走
と
い
う
忙
し
い
時
節
、
車
を

運
転
し
て
い
る
と
横
断
歩
道
を

渡
ろ
う
と
す
る
親
子
。
私
は
車
を
止

め
ま
し
た
。
す
る
と
会
釈
を
し
て
渡
っ

た
か
と
思
う
と
振
り
返
っ
て
ペ
コ
リ
。

父
親
と
思
わ
れ
る
方
も
子
供
を
抱
き

な
が
ら
会
釈
（
ペ
コ
リ
は
兄
）
ほ
っ

こ
り
し
た
一
時
で
し
た
。

百
日
草
Ⅱ
（
佐
久
市
）

Ｊ
Ａ
の
家
庭
菜
園
教
室
を
受
講

し
て
い
ろ
い
ろ
学
べ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

も
受
講
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

ク
ロ
マ
メ(

軽
井
沢
町
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『ゲイシュン』
でした。

◇◆ヨコのカギ◆◇
① 2 月 14 日に職場などで配る人もいます
②リンゴの品種。青森県北東部に同じ名前の市が

あります
③天気が崩れて○○○が強まった
④寒い日にはこりやすくなる人も
⑤節分にイワシの頭を刺して飾ります
⑦紅茶の茶葉とお湯を入れます
⑩熱心に後輩を指導する、○○○○○のよい先輩
⑫看護師○○○○ともいうナースステーション
⑬和歌山県には奈良県と三重県に囲まれた○○○

があります
⑮不利の反対語
⑰古代インド発祥のエクササイズ
⑱じゅうたんを敷く所
◇◆タテのカギ◆◇
①教育・勤労・納税は国民の三大○○です
③気仙沼の名物、サメの加工品
⑥さいころや角砂糖はこの形
⑧封書を数えるときに使う言葉
⑨キラキラ光る○○入りのセーター
⑪風を受けて水上を進みます
⑬地銀よりも規模が大きめ
⑭といで炊きます
⑮水で洗い物をするとかじかむことも
⑯多くが九州で作られている酒
⑲こ、これぐらい平気だい !
⑳チョキがはさみならパーは

応募総数 93 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③みんなの広場で取り
　上げてほしいテーマ
　について
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

85

こちらの
QRコード
からも応募
できます

●締切1月29日㈬（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 6 名の方に
 「Ａコープ米こうじの甘酒
　（１０本）」
　を差し上げ
　ます。
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監事会　１２月２５日 / 会議・報告事項
①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの諸報告について
③１１月内部監査実施状況報告について

理事会　12 月 25 日開催
決議事項
第 1 号議案　ＪＡ相模原市との友好ＪＡ協定締結に

ついて
第２号議案　出資金減口について
主な報告事項
①１１月末部門別損益計算書について
②令和６年度決算見込みについて
③コンプライアンス・プログラム第３四半期取組状

況について
④第３四半期コンプライアンス関連事案対応状況に

ついて
⑤反社会的勢力等との取引排除にかかる対応状況報

告書について

⑥マネロン等の防止にかかる対応状況報告書について
⑦第３四半期余裕金運用状況について
⑧第４四半期余裕金運用計画について
⑨有価証券の購入について　　　　　　
⑩ＪＡ長野県農業開発基金適用申請について
⑪第３四半期購買未収金対策委員会の報告について
⑫長野県常例検査の結果について
⑬第３四半期監事監査の実施について
⑭内部監査実施状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（2月）
　  6日㈭　佐久穂支所　 8日㈯　立科支所
　15日㈯　小諸支所　  20日㈭　佐久望月支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　1月27日㈪ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　1月20日㈪  　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

ウィンターキャンペーン２０２５

ＪＡバンクからお知らせ さく地区限定 高原のしずく米栽培者募集

当ＪＡでは、令和7年２月２8日㈮まで「ウィンター
キャンペーン 2025」を実施しています。

キャンペーン概要
●対象商品：スーパー定期貯金
　　　　　　※ATM またはネットバンクでお預入のもの

●対　　象：個人の方
●預入金額：1 口 1 万円以上
●預入期間：1 年
●金　　利：店頭表示金利＋年 0.10％
※初回満期日以降の金利は継続日当日の店頭表示金利となります。
※ 他の金利優遇商品・キャンペーン商品との併用はできません。
※ ＡＴＭ・ＪＡネットバンクからの預入に限ります。

あなたも食味の良い米を栽培してみませんか！
当ＪＡでは食味にこだわったお米の栽培をしてみた
い方を大募集しています。有機栽培にこだわり少量
でも高品質なお米の栽培に興味のある方はご参加く
ださい。

●日　時　令和 7 年 1 月 21 日㈫
　　　　　午後１時 30 分〜
●場　所　佐久野沢支所 2 階会議室

■お申し込み・お問い合わせ　さく営農センター
　TEL 0267 ー 68 ー 1150（担当：中山）

■詳しくはお近くのＪＡ支所・店金融窓口へ

令和６年度 JA 共済小・中学校第 68
回書道・第 58 回交通安全ポスター
コンクール受賞者・受賞校

農林中金決算状況にかかる報道について

本年度もＪＡ共済連主催の書道・ポスターコンクール
が開催され、管内の小・中学校 39 校より 4,257 点
の作品を出展いただき、多くの作品が入選されまし
た。
受賞者・受賞校（ＪＡ佐久浅間管内）
●書道（半紙の部）
　中佐都小学校２年　　　土屋 雅人さん
　立科小学校２年　　　　岩下 紬希さん
　臼田小学校６年　　　　市川 來幸さん
　臼田中学校３年　　　　濱口 萌衣さん
●書道（条幅の部）
　軽井沢東部小学校４年　山口 愛未さん
　浅間中学校３年　　　　樋口 冴香さん
●交通安全ポスター
　佐久穂小学校４年　　　池田 颯汰さん
　立科中学校１年　　　　岸 楓さん
　佐久長聖中学校２年　　神部 由芽さん
　佐久長聖中学校２年	 　浅野 衣織さん
●学校賞　書道　　　　　佐久市立東小学校
●学校賞　交通安全ポスター　佐久長聖中学校

相続に関する知識を学びませんか
相続等に関心をお持ちの方を対象に「相続・遺言セミ
ナー」を開催します。相続や遺言に関する基本的な仕
組みなどを分かりやすくご説明します。
●日　時　令和 7 年 2 月 6 日㈭ 
　　　　　午前 10 時 30 分〜 12 時 30 分
　　　　　　（受付：午前 10：15 〜）

●場　所　ベルウィンこもろ（小諸市相生町 2 丁目 3 ー 5）

●演　題　「円滑な相続の実現のために」
　　　　　～遺言を活用した相続～
●講　師　長野県信用農業協同組合連合会
　　　　　ＦＰ１級技能士 宮川 ルリ子氏
●定　員　５０人（ご家族の参加も可能です）

　　　　　※ 先着順で定員になり次第締め切り
●参加費　無料
　ご来場者全員に「エンディングノート」を
　プレゼントいたします
■お申し込み・お問い合わせ
　金融部ライフサポートセンター TEL 0267 ー 78 ー 5960 
　またはお近くのＪＡ金融窓口へ

１　２０２４年度上半期決算について
・単体ベースの当期純利益は△９, １１８億円の実績、

と聞いています。
・２０２５年度以降の安定的な黒字をより確実にするた

めに、２０２４年度下期も低利回り資産の売却を継続
する方針であり、２０２４年度の赤字規模について
は、１. ５兆円から利益剰余金（約２兆円）の範囲内
となる見込みと聞いています。

・２０２４年度は戦略的に赤字を計上すると聞いていま
すが、２０２５年度以降は安定した黒字となる見通し
であり、自己資本比率は健全な水準が確保されている
ことから健全性に問題はないと聞いていますのでご安
心ください。

２　財務の健全性について
・有価証券評価損益の改善および資本再構築の取組みに

より、自己資本比率は２０２４年３月末から上昇して
おり、２０２４年９月末時点でも健全な水準を維持す
る見込みと聞いています。

〈連結総自己資本比率〉
　２０２４年９月末：２２. ３５%
　２０２４年３月末：２１. ２３%
３当組合への影響について
・農林中金と当組合は異なる組織・経営体であり、保有

する有価証券が異なることから農林中金と同様の影響
が出ることはありません。

　また、農林中金の財務状況が当組合の貯金に直接影響
を及ぼすことはありません。

■お問い合わせ　農林中金コールセンター
　フリーダイヤル TEL 0120 ー 220805

令和7年3月から来店予約システムを導入します令和7年3月から来店予約システムを導入します
当ＪＡでは、店頭での待ち時間解消やスムーズにお手続きができるように下記のとおり一部業務について来店
予約システムを導入します。導入後、ご予約のないお客様には当日の混雑状況により、お待たせする場合や改
めてのご来店をお願いする場合がございますので、ご理解賜りますようお願いいたします。

ご予約開始日

ご予約対象お手続き ご予約方法

令和7年 3月 3日㈪　※令和7年2月3日㈪から予約受付開始

●貯金取引　新規口座開設、代表者変更、
　　　　　　お届け事項変更
●融資取引　各種ローン、事業性資金の相談・手続
●その他　　相続、年金、資産形成の相談・手続

ＪＡ佐久浅間ホームページまたはＱＲコードから
のご予約となります。
１月中旬以降に、ホームページ・店頭等でご案内
させていただきます。

■お問い合わせ　お近くのＪＡ金融窓口または金融部金融企画課 TEL 0267－67－0610

■12 月号 17ページでお知らせしました「貯金通帳の定期的な記帳」の内容に誤りがありました。
　正しくは下記の通りです。
おまとめ記帳となった取引をお知らせするご案内状は、令和 6年 7月 31日作成分をもって終了しました。
代替手段として、ＪＡバンクアプリのご利用でおまとめとなった明細も確認できますので、ご活用いただき
ますようお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ
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わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。
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御
代
田
町
草
越
の
荻
原
卓
朗
さ
ん
は
、
妻
の
悠
さ
ん
と
母
の

百
合
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ー
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ン
リ
ー
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で
い
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小
さ
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ら
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来
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を
継
ご
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と
荷
物
の
運
び
出
し

を
手
伝
い
、
自
身
の
成
長
と
と
も
に
除
草
剤
の
散
布
や
草
刈

り
、
作
付
け
な
ど
も
任
さ
れ
大
学
卒
業
後
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就
農
。
家
族
経

営
で
自
分
が
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

す
。
４
ha
の
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を
5.3　
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模
を
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大
し
、
昨
年
は
計
２
万

５
千
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
５
㎏
）
出
荷
し
ま
し
た
。

荻
原
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ん
は
「
天
候
に
よ
っ
て
作
柄
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
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う
が
、
常
に
適
期
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穫
を
心
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け
、
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年
後
も
伍
賀
の
産
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が
維
持
で
き
る
よ
う
に
生
産
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
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